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2024年受賞作品一覧（通勤時等交通事故防止部門）

たくさんの応募ありがとうございました！

安全運転  早く着くより  無事に着く スズキ販売労働組合 自販福岡支部 吉村　昭彦

車間距離  あけた長さが  気持の表れ  心にゆとりで安全運転 スズキ部品製造労働組合 スズキ部品浜松支部 村松　康亘

車間距離  ゆとりの気持ちと比例する スズキ販売労働組合 自販三重支部 高橋　由実

運転で  わかるあなたの思いやり  人に車に環境に スズキ販売労働組合 自販高知支部 横田　智也

車間距離  あけてなくなる  無駄な事故 スズキ販売労働組合 自販中部支部 小島　一輝

必要ない！ 歩きスマホと運転スマホ スズキ部品秋田労働組合  牧野　正人

夕暮れに  伸びる影見て  徐行する スズキ販売労働組合 自販中部支部 鵜飼　玲菜

ドライブ中  見るのは前だ  スマホじゃない スズキ新潟販売労働組合  景山　陽介

身に付けよう、 明るいライトに反射板、 暗い夜道で自己アピール スズキ輸送梱包労働組合  伊賀野　陽子

「交」わる気持ちの「差」が命取り、  譲ったわたしに合格「点」 スニック労働組合 湖西支部 青島　勇気

ハンドルを  にぎるその前  ひと呼吸  心にゆとりを  安全運転 ベルソニカ労働組合 本社支部 鈴木　健太郎

受賞 安全標語 組合名 支部名 名前（敬称略）

優 秀 賞

佳　　作

最優秀賞

2024年の『通勤時等交通事故防止部門』の応募総数は1,353件と
過去最高の応募がありました。審査の結果、11作品の入賞を決
定しましたので発表します。なお最優秀賞1作品、優秀賞の5作
品については標語ポスターを作成し、9月の交通安全運動期間
より各組合で掲示をします。
全国一斉、秋の全国交通安全運動も9月21日（土）～9月30日

（月）に実施されます。自動車業界に勤める私たちは普段から安
全運転を心がけていますが、今一度、普段の運転を見直しまし
ょう。

９月より秋の交通安全運動が始まります

（昨年応募件数）
7,696件

スズキ労連2024年安全標語
結果発表！
スズキ労連2024年安全標語
結果発表！ 応  募  総
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通勤時等交通事故防止部門



賃金研修会(応用実践編) 開催賃金研修会(応用実践編) 開催

自社の現状を分析し、労使交渉に役立てよう！自社の現状を分析し、労使交渉に役立てよう！
2024年6月14日（金）～15日（土）スズキ労連主催、第52期賃金研修会（応用実践編）を開催しました。
講師には公益財団法人 日本生産性本部の村上和成氏を迎え、55名が参加しました。
今回は昨年11月に開催した基礎編に続く、応用編として開催しました。2日間に渡る講義は、人事制度の構造を学
ぶところから始まり、賃金制度の概論、基本給の再設計の考え方、賃金制度の運用方法などを学び、演習では参加者
が自社の賃金プロット分析と診断を行うことで、自社の賃金制度の理解を深めました。

公益財団法人 日本生産性本部　
村上和成氏

質問する参加者グループワークの様子スズキ労連嶋副会長挨拶

会場の様子

スズキ労連では、加盟組合の執行委員会時に合わ
せて、組織強化研修会を開催しています。
組織強化がなぜ必要なのか、政治に無関心でも無
関係ではいられない等、職場集会向けにわかりやす
い説明ツールを使用して研修会を開催しました。

研修の様子

スズキ部品秋田労組 スズキ部品富山労組

春闘総括発表の様子

スズキ部品製造労組  加藤書記長平岡ボデー労組  伊藤書記長

スズキ労連組織強化研修会開催

第52期 第2回書記長会議 開催
2024年6月7日（金）にスズキ労連主催、第52期 第2
回書記長会議を開催しました。今回は書記長会議と
スズキ部品製造浜松工場の工場見学の2部構成で行い
ました。
書記長会議では、各労組の2024総合生活改善の取
り組み総括を確認しながら、これまでの取り組みの成果や今後の課題について議論しました。
工場見学ではスズキ製品の製造工程を見学することで、スズキ製品の知見を広げると共に、加盟組合同士コミ
ュニケーションを深めることが出来ました。



特定非営利活動法人　小規模多機能ホームようこそ
9～10月に静岡県菊川市にある特定非営利活動法人“小規模多機能ホームようこそ”にスズキエブリイワ
ゴン車いす移動車を寄贈予定。

社会福祉法人信貴福祉会　リンゴの木
9～10月に大阪府八尾市にある社会福祉法人信貴福祉会“リンゴの木”にスズキスペーシア車いす移動車
を寄贈予定。

2023年度
自動車総連福祉カンパ車両寄贈

2施設に寄贈しました

社会福祉法人
にりん草“とくまる福祉作業所”に

スペーシアを寄贈

7月22日（月）東京都板橋区にある社会福祉法
人にりん草“とくまる福祉作業所”に、スズキス
ペーシアを寄贈しました。とくまる福祉作業所
ではクッキーの製造・販売を手掛けており、そ
れらを配送する車両を所有していない為、これ
まで施設の皆さんが公共交通機関で商品の配送
をしていました。今回スペーシアの寄贈により
商品配送の労力低減になると施設の皆さんに大
変喜んでいただきました。

7月29日（月）和歌山県和歌山市にある特定非
営利活動法人和歌山自立支援センター“ともに
ー ”に、スズキエブリイを寄贈しました。とも
にーでは障害のある方の就業支援事業としてク
リーニング集配業務を行っています。それらの
配送や利用者の送迎をする車両に老朽化が目立
ち、故障も多く安心して使用できない状況でし
た。今回エブリイの寄贈により安全・安心に使
用していただければと思います。

特定非営利活動法人
和歌山自立支援センター“ともにー”に

エブリイを寄贈

今回の車両寄贈に関する費用は、2023年7月に組合員の皆さんにご協力
いただいた、自動車総連福祉カンパより拠出されています。

自動車総連・スズキ労連では、恵まれない人たちやハンディキャップを負った皆さんに、
私たちの気持ちを自動車や福祉機器に代えて寄贈しようと毎年取り組んでいます。



［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。
［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。
［スズキ労連］　機関誌に対するご意見・ご要望が
ございましたら編集部までお気軽にお寄せ下さい。

編集部　〒432-8062 浜松市中央区増楽町20
TEL.053-447-3079　FAX.053-489-5523
e-mail : jimbo@suzuki-union.or.jp

◇スズキ労連ホームページ◇
http://saw.gogo.tc/
＊スズキ労連の福利厚生・
  スズキ労連機関紙
共通パスワード… saw2007

スズキ労連

労働相談
窓口
労働相談
窓口

どんなことでもOK!
お気軽にご相談下さい。

＊月～金 9：00～18：00
相談無料・秘密厳守

こんな時にはお電話を!

仕事、職場、労働条件、コン
プライアンス、人間関係、
私生活・・・
悩みはいろいろあるけれど、
職場ではちょっと相談しにく
いなぁ。

0120-500-073

【編集後記】

私たちの代表して日々国会・県政・市政で活躍している組織内議員のオフィシャルサイトをご紹介いたします。

組織内議員活動報告

いそざき 哲史
参議院議員
オフィシャルサイト

はまぐち 誠
参議院議員
オフィシャルサイト

田口 章
静岡県議会議員
オフィシャルサイト

岩田 くにやす
浜松市市議会議員
Facebookサイト

秋の全国交通安全運動が9月から始まります。道路は常に、人やいろいろな乗り物が行き交う場所。時間や環境によっても大きく
状況が異なります。「昨日は○○だったから大丈夫」「普段は○○だしね」は通用しません。その思い込みが危険予測をおろそか
にして、思わぬ事故を引き起こすかもしれません。交通安全運動が始まるからではなく、日常的に「○○かもしれない」と危険予
測を行いながら慎重な運転を心がけたいと思います。　じんじん

連合は、沖縄「慰霊の日」である6月23日から24日にかけて「2024平和行動in沖縄」を
現地・沖縄県で開催し、全国の構成組織・地方連合会から約900名が参加、その内、
自動車総連としてスズキ労連より1名参加しました。
2024平和オキナワ集会は、那覇文化芸術劇場なはーと・大劇場にて、「語り継ぐ戦
争の実相と運動の継続で恒久平和を実現しよう」をテーマに開催し、平和行動を通じ
平和への想いを共有しました。

第二次世界大戦では、約310万人もの日本人が命を落としました。
世界で唯一、原子爆弾が投下され、今なお多くの被爆者が後遺症に苦し
む広島と長崎。第二次世界大戦での地上戦を経て、日本返還後も米軍基地
が多く置かれ、過度な負担を強いられる沖縄。領土を奪われ、多くの住民
が故郷を追われた北方四島。
これらの地域においては、戦後75年となる今でも真の平和、安定した社
会は実現していません。　　　　　　　　　　　　　　　     連合HP引用

2024年  6月23日（日）～6月24日（月）

ピースフィールドワーク  スケジュール
6月24日（月）
沖縄県庁前/県民広場＝＝嘉数高台（普天間）＝＝旧海軍司令部＝＝優美堂＝＝ひめゆりの党/資料館＝＝鎮魂の塔＝＝
平和祈念公園/資料館＝＝沖縄県町前/県民広場前

いまも残る70余年前の戦争の爪痕

沖縄戦の主な経過
1944年
　10月10日 10･10空襲  各地に空襲、旧那覇市街90%焼失
1945年
　  3月23日 米艦隊、沖縄本島攻撃（沖縄戦開始）
　  4月  1日 米軍が北谷、読谷に上陸  チビチリガマで集団自決発生
　  4月  8日 嘉数高地で戦闘開始（中部戦線開始）
　  4月26日 前田高地戦闘開始

連合 2024平和行動in沖縄

5月27日 司令部、南部の摩文仁に撤退
6月19日 司令官牛島中将、指揮を打ち切る（日本軍組織的抵抗の終結）
6月23日 司令官牛島中将摩文仁で自決
7月  2日 米軍沖縄戦終了を宣言
8月15日 日本、無条件降伏
9月  7日 守備軍残存部隊と米10軍の間で降伏調印式
　　　　（沖縄戦の最終的な終結）


